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三沢市認知症初期集中支援チーム検討委員会（概要） 

会議名称 平成２８年度 第１回三沢市認知症初期集中支援チーム検討委員会 

開催日時 平成２９年３月２１日（火）１３時００分～１４時００分 

場  所 三沢市総合社会福祉センター ２階 研修室４ 

出 席 者 

委員（敬称略） 

会長(議長) 鈴木 吾朗 委員 佐々木 正人 

副会長 小西 史人 委員 沼田 弘子 

委員 伊藤 博次 委員 加倉井 裕子 

委員 橘 清子 委員 繋 範雄 

委員 中村 由佳子 委員 中村 健一 

協力医療機関 

認知症サポート医 あおぞらクリニック 医師 千葉 潜 

事務局 

三沢市 福祉部介護福祉課 

      課長     寺澤 寿子    課長補佐   大塚 勤光 

包括支援係長 田鎖 雅子    保健師    内村 憲司 

主事     浪岡 麻衣子   認知症初期集中支援チーム員 石岡 直美 

議事案件 

１ 案件 

（１）三沢市の認知症施策について 

（２）事例案件 

２ その他 

議事概要 

１ 案件 

（１）三沢市の認知症施策について 

● 事務局：（資料に基づき説明） 

〈意見なし〉 

 

（２）事例案件 

 ● 事務局：（資料に基づき報告） 

  

〔質疑応答〕 

（ア）対象者への同意について 

● 橘委員：例えば、医療機関の受診やサービス等の支援が必要だが中断している者の相談を

受けこの初期集中支援チームの対象者となり得る場合、チーム員会議に事例提供するにあ

たり事前に何かしらの了解を得ておく方がよいのか。 

 ● 事務局：今回の事例については事前の了解をとっていない。 

 

（イ）認知症の診断を行う際の認知症サポート医及び初期集中支援チームの役割について 

● 橘委員：医療機関の受診に拒否的でかかりつけ医がない場合、介護保険申請に必要な意見

書の作成が必要となるがその際の医師の選定をどうしたらよいかという壁を感じている。

認知症等の専門医ではない開業医へ依頼することも可能だが、担当者としていずれは専門
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医の受診が必要になってくると思う。そこで、もしそのような事例があった場合、千葉先

生も参加されるチーム員会議に当初からかけた場合に往診等が可能か。場合によっては予

め往診を行ったのち意見書を作成する場合もあり得ることから、説明をいただきたい。 

● 事務局：今回の質問における意見書作成を依頼する医師について、認知症が主症状の場合

は認知症専門医へ、そうでない場合は主治医へ依頼するのがよろしいのではないか。 

● 千葉医師：現在認知症に関する相談をたくさんいただいているので、チーム員会議で介入

していくこと自体は問題ないだろうと思われる。私が往診を必要とするときは、認知症な

のか他の病気なのか、あるいは性格的な問題なのかというようなところになると思われる

が、例えば情報が足りないので行って診断をつけに行くというような要請は役割として困

難である。認知症初期集中支援チームの役割は医療及び介護にのせる、つなげることであ

るため、そこで診察して治療をしてそのまま診断書を書くというようなことは行わない。

診断書の作成は初期集中支援チームで支援につなげた後となる。 

また、かかりつけ医の先生方でも認知症の診断書を書くことは可能だが、より丁寧な中身

を踏み込んだものであれば、かかりつけ医から紹介をいただいて専門医で対応するというの

が一般的である。現在三沢市内及びその周辺の医療機関からの紹介をいただき私たちで診断

をさせていただく、あるいはその後の治療も引き受けるというかたちになっている。一度ど

こかにかかってその先生から専門医を紹介するという流れであればスムーズに乗りやすく

なると思う。 

  

（ウ）認知症初期集中支援チームにおける委員の役割について 

● 橘委員：この会議において私たちがどのように関わればよいのかもう一度説明をいただき

たい。 

 ● 事務局：チーム員会議のときにかかりつけ医や担当する介護支援専門員なども一緒に会議

を行うという事になっているので、そういった時はチーム員会議の方に一緒に入ってもら

い検討できればと考える。 

 

２ その他 

（ア）今後のスケジュールについて 

 ● 事務局より、この検討委員会の頻度を年４回程度とし、対応事例をまとめて報告し委員よ

りいろいろな意見をいただきたいと考えているとの連絡あり。 

 

（イ）『認知症サポートガイド』について 

 ● 事務局より冊子に基づき説明があり、鈴木会長及び小西副会長より、各医療機関へ本冊子

を設置するよう提言あり。これを受け事務局より各医療機関へ設置していくとの回答あり。 

  

以 上 


